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I. はじめに
　本稿の目的は、バフリー・マムルーク朝期（1250‒1382）のダマスカスで活躍したハンバル学派の
学者であるイブン・カイイム・ジャウズィーヤ（Muḥammad ibn Abī Bakr ibn Qayyim al-Jawzīya, 
d. 751/1350）のスーフィズム思想に関する先行研究を概観し、筆者の今後の研究課題を示すもの
である。
　ハンバル学派とスーフィズムは従来相容れないものとして考えられてきたが、「スーフィズムの
敵」とされてきた人物たちが実際にはカーディリー教団のスィルスィラに連なっており、彼らが批
判した対象はスーフィズムそのものではなかったとマクディスィーが示して以来、対立するものと
されることは少なくなった［Makdisi 1973; 1979］。しかし、これまでの研究では主に両者の関係性
に注意が払われてきており、個人のスーフィズム思想についてはあまり関心が持たれてこなかっ
た。それは本稿の対象とするイブン・カイイムについても同様である。
　イブン・カイイムはイスラームの幅広い分野において活躍し、多くの著作を残した。近代での「再
発見」までその影響力は限定的に理解されていたものの、彼の思想は脈々と受け継がれ、後述する
ように彼のスーフィズム思想は近現代のイスラーム改革運動の担い手であるムハンマド・ラシー
ド・リダー（Muḥammad Rashīd Riḍā, d. 1935）からも評価されていた。イブン・カイイムはイブン・
タイミーヤ（Taqī al-Dīn Aḥmad ibn Taymīya, d. 728/1328）の弟子として最も有名であり、師の言説
の擁護と普及に従事したため、サラフィー主義者からの評価が非常に高い。それゆえ、法学・神学
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分野における研究が盛んである一方で、スーフィズム分野では比較的議論が進んでおらず、今後の
進歩が待ち望まれるのが現状である。
　彼は師のイブン・タイミーヤと並び、サラフィー主義たちの理論的源泉であってきた。彼らがイ
ブン・カイイムの思想を受容していく過程で、彼のスーフィズム思想をどのように取り扱ったかを
考えることは重要ではないであろうか。彼らのスーフィズム理解を通して、何をスーフィズムと見
做し、また何がそうではなかったのかについて再考する契機にもなり得ると考えられるからであ
る。また、「道徳」を強調した近代のスーフィズムと、イブン・カイイムのスーフィズムは一致する
部分が多い。以上のことから、ハンバル学派のスーフィズムについて研究不足であるという現状に
加え、近現代のイスラーム思想・スーフィズム研究においてもイブン・カイイム研究は重要である
と考えられる。
　本稿では、まず 2章においてハンバル学派とスーフィズムについて、3章でイブン・カイイムに
ついて概観する。続く 4章でイブン・カイイムのスーフィズム思想に関する先行研究を紹介し、最
後に 5章で 4章の内容を踏まえた筆者の今後の研究の展望を示す。
　

II.　ハンバル学派とスーフィズム
II-1.　ハンバル学派とスーフィズムの関係性

　マクディスィーはイブン・タイミーヤがスーフィズムそのものを否定しておらず、また彼自身
がカーディリー教団に属していたスーフィーであると論じた［Makdisi 1973］1）。この論文が書かれ
た当時は、アブドゥッラー・アンサーリー（‘Abd Allah al-Anṣārī al-Harawī, d. 481/1089）2）やアブ
ドゥルカーディル・ジーラーニー（‘Abd al-Qādir al-Jīlānī, d. 561/1166）3）がハンバル学派に属した
スーフィーであったということすらあまり周知されていなかったため、ハンバル学派とスーフィズ
ムの関係性を再考する嚆矢というべき論考であった。1章で述べたように、マクディスィーはハン
バル学派に属していた多くの人物がスーフィーでもあり、従来「スーフィズムの敵」として考えら
れてきた学者たち――イブン・クダーマ（Muwaff aq al-Dīn ibn Qudāma, d. 620/1223）4）やイブン・
タイミーヤら――が実際にはカーディリー教団に属するスーフィーであったとスィルスィラを用
いて示し（図 1 を参照のこと）、イブン・ジャウズィー（Abū al-Faraj ‘Abd al-Raḥmān ibn ‘Alī ibn 
al-Jawzī, d. 597/1201）5）もまたスーフィーであり、スーフィズム批判の作品であると知られてい
た『悪魔の装い（Talbīs Iblīs）』はスーフィズム全般に対しての否定ではないとした［Makdisi 1973; 
1979］。また、伝承主義とスーフィズムの親和性についても論じている。この 2つの論考以降、ハ
ンバル学派とスーフィズムは必ずしも対立せず、両立し得るものとして論じられ、両者の関係性が
着目されることとなった。
　しかし、バグダードにおける初期ハンバル学派と同時代の初期スーフィーの関係を論じたメル
1）　複数のタリーカに属していたが、その中でもカーディリー教団が最良のものであると主張したと伝えられている
［Makdisi 1973: 124］。

2）　ヘラート出身のスーフィー。ハンバル学派に属していたが、学派内で批判の対象となることもあった。ペルシア
語とアラビア語で多数の作品を著し、代表作としては神秘階梯論を説いた『旅人たちの宿駅（Manāzil al-sā’irīn）』
や『100 の広場（Ṣad maydān）』、『スーフィー列伝（Ṭabaqāt al-ṣūfīya）』などがある。

3）　カーディリー教団の名祖。彼が実際にスーフィーであったかについては諸説がある。イブン・タイミーヤは彼の
『不可視の開示（Futūḥ al-ghayb）』に対する注釈書を著している。

4）　ハンバル学派の法学者であり、2代目正統カリフであるウマルの末裔。ダマスカスやバグダードで活動した。多
数の法学書を著し、代表作として『ヒラキー綱要（Mukhtaṣar al-Khiraqī）』への注釈『大全（al-Mughnī）』や、『満足
させるもの（al-Muqni‘）』がある。

5）　アッバース朝期のバグダードで活躍したハンバル学派の学者。スンナ派の擁護者・説教師として名高い。彼とスー
フィズムの関係については、［Held 2020］などを参照のこと。
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ヒェルトは、両者は同時期に同じ場所で発展したものの、互いに近い存在ではなかったと述べ、ま
た初期のハンバル学派の伝承主義者たちはスーフィズムに対し懐疑的であり、両者の持つ敬虔さは
互いに一致しないと結論づけた［Melchert 2001］。それに対し、ポストは初期の段階で対立関係に
あったとしてもそれは長く続かず、4/10 世紀頃のスーフィーたちは伝承主義者らと同様にハディー
スへの関心を共有していたことから、伝承主義者たちがスーフィズムから離れていったのではな
く、むしろスーフィズムが伝承主義と袂を分かっていったと反論している［Post 2017: 8–9］。
　現代におけるハンバル学派とスーフィズムの関係性についてはあまり論じられることがないが、
ワッハーブ派を奉じており反スーフィズムとして有名なサウジアラビアではその復活の兆しがある
という［Ambah 2006］。保坂はアンバーの記事を受け、同地においてスーフィズムがどのように扱
われてきたか、またその現状などについて論じており、スーフィズムは「復活」したというよりも
影を潜めていただけであると指摘している［保坂 2006］。
　　

　（1）アブドゥルカーディル・ジーラーニー（‘Abd al-Qādir al-Jīlānī, d. 561/1166）
　　　　　　　　　　　　　↙   ↘ 

　（2）アブー・ウマル・イブン・クダーマ　　　 （3）ムワッファクッディーン・イブン・クダーマ
（Abū ‘Umar ibn Qudāma, d. 607/1210）　　　　　（Muwaff aq al-Dīn ibn Qudāma, d. 620/1223）

　　　　　　　　　　　　　↘   ↙ 
　（4）イブン・アビー・ウマル・イブン・クダーマ
　（Ibn Abī ‘Umar ibn Qudāma, d. 682/1283）

　↓
　（5）イブン・タイミーヤ（Ibn Taymīya, d. 728/1328）

　↓
　（6）イブン・カイイム・ジャウズィーヤ（Ibn Qayyim al-Jawzīya, d. 751/1350）

　↓
　（7）イブン・ラジャブ（Ibn Rajab, d. 795/1393）

図 1 カーディリー教団のスィルスィラ　［Makdisi 1973; 1979］を筆者和訳。

　
II-2.　イブン・タイミーヤとスーフィズム

　ハンバル学派とスーフィズムについて論じる上で、イブン・タイミーヤとスーフィズムの関係は
議論の中心となってきた。［Makdisi 1973］によって提示されたイブン・タイミーヤが許容したスー
フィズムの範囲には議論があり、これについては［東長 2013: 190–203］にまとまっている。マイ
ヤーは［Makdisi 1973; 1979］自体に懐疑的な見解を持ち、イブン・タイミーヤのカーディリー教団
への所属と彼のスーフィズムの受容は誤解であると脚注中で批判した［Meier 1999: 317–318］6）が、
この批判に続く研究はなかった。アンジュムはマイヤーの批判は神秘主義がスーフィズムの構成要
素として必要不可欠であるという誤解によると述べた［Anjum 2010: 156］。
　一方で、イブン・タイミーヤは自身の著作の中ではヒルカ（khirqa）を新奇（bid‘a）として非難し
ていることから、シャレンベルグは彼のカーディリー教団への所属やヒルカの引き継ぎなどのマク
ディスィーの主張には問題があると指摘している［Schallenbergh 2005: 460］。フーヴァーもシャ
レンベルグと同様の批判をしており、スィルスィラは後代の捏造である可能性などを示している
［Hoover 2019: 70–73］。
　しかし、実際にはイブン・タイミーヤのサークル内でスーフィズムは許容されてきた。ポスト
はサークル内のスーフィズムや伝承主義者のスーフィズムについて論じており、ワースィティー
（‘Imād al-Dīn Aḥmad al-Wāsiṭī, d. 711/1311）やバアラバッキー（Zayn al-Dī n ‘Abd al-Raḥ mā n 

6）　初出は、Fritz Meier, “Das Sauberste über die Vorbestimmung: Ein Stück Ibn Taymiyya,” Saeculum, 32, 1981, pp. 74–89.
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al-Ba‘labakkī, d. 734/1333）といったスーフィーたちがサークル内にいたことが明らかになってい
る［Post 2016; 2017］7）。その一方で、イブン・カイイムとこの 2人のスーフィーの思想的な繋がり
は現在のところ不明である。サークル内におけるスーフィズム研究はイブン・タイミーヤだけでな
く、イブン・カイイムの思想解明にも繋がると考えられるため、注視する必要がある。
　また、イブン・タイミーヤのスーフィズム理解がオスマン朝期にどのように扱われたかについ
て［Sheikh 2018］は論じている。この論考ではイブン・カイイムのスーフィズム思想も「タイミー
ヤ流タサウウフ」の範疇に括られているものの、当時既にスーフィズムの反対者として知られて
いたイブン・タイミーヤのスーフィズム理解を、アフマド・ルーミー・アークヒサーリー（Aḥmad 
al-Rūmī al-Āqḥiṣārī, d. 1041/1631 or 1043/1634）というスーフィーが受容していたことを提示して
いる。
　カーディリー教団への所属については未だに不明瞭なままではあるものの、彼はスーフィズムの
全てを批判していたわけではなく、ある一定の範囲内でスーフィズムを許容していたというのが現
時点での結論である。
　

III.　イブン・カイイムについて
III-1.　イブン・カイイムの伝記史料

　イブン・カイイムについては、弟子であるイブン・ラジャブ（Ibn Rajab, d. 795/1393）による『ハ
ンバル学派列伝補遺（Dhayl ‘alā Ṭabaqāt al-Ḥanābila）』や、シャーフィイー学派に属した同じく弟
子のイブン・カスィール（Ibn Kathīr, d. 774/1373）の『始まりと終わり（al-Bidāya wa al-nihāya）』、
イブン・ハジャル・アスカラーニー（Ibn Ḥajar al-‘Asqalānī, d. 852/1449）の『 8世紀の重要人物にお
ける隠れた真珠（al-Durar al-kāmina fī a‘yān al-mi’a al-thāmina）』、イブン・タグリー・ビルディー
（Ibn Taghrī Birdī, d. 874/1470）の『輝く星 （々al-Nujūm al-zāhira）』、ジャラールッディーン・スユー
ティー（Jalāl al-Dīn al-Khuḍayrī al-Suyūṭī, d. 911/1505）の『意識の望み（Bughya al-wuʻā）』、シャウ
カーニー（al-Shawkānī, d. 1255/1839）の『昇る満月（al-Badr al-ṭāli‘）』、アールースィー（al-Ālūsī, 
d. 1270/1854）の『 2 人のアフマドの審理における 2 つの目の解明（Jalā’ al-‘aynayn fī muḥākama 
al-Aḥmadayn）』などによって伝えられている。主に用いられる伝記史料はイブン・ラジャブやイ
ブン・カスィール、イブン・ハジャルによるものであり、また、現代のものでは［Bakr Abū Zayd 
1995］が最も包括的なものである。
　
III-2.　イブン・カイイムの生涯 8）

　イブン・カイイムとして知られる Abū ‘Abd Allāh Shams al-Dīn Muḥammad ibn Abī Bakr ibn 
Ayyūb al-Zur‘ī 9） al-Dimashqīは 691年サファル月7日／ 1292年1月29日にダマスカスで誕生した。
彼の父親がジャウズィーヤ（al-Jawzīya）・マドラサ10）のカイイム（qayyim, 監督官）であった11）ため

7）　博士論文である［Post 2017］を基にした The Journeys of a Taymiyyan Sufi : Sufi sm through the Eyes of ʿImād al-Dīn Aḥmad 
al-Wāsiṭī (d. 711/1311) が 2020年8月にブリルから刊行予定である。

8）　イブン・カイイムの生涯については、［Abdul-Mawjûd 2006］や［Holtzman 2009］、［Krawietz 2006］なども参照のこと。
9）　al-Zar‘īと表記する場合もある。ザルウ（Zar‘）はハウラーン（Ḥawrān）地方に位置する農村の名前であり一族がそ

の出身であったが、（おそらくモンゴル軍から逃れるために）家族がダマスカスへと移った後にイブン・カイイム
が誕生した［Krawietz 2006: 20］。

10）イブン・ジャウズィーの息子が設立したハンバル学派のマドラサ。フランス植民地統治に対するシリア大反乱で
1925 年に焼け落ちた。

11）qayyimの訳として多くの研究では superintendentが充てられているが、ココシュカとクラヴィーツは janitorの方
がより正確であると主張しており、イブン・カイイムの出自の低さを強調している［Kokoschka and Krawietz 2013: 
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このラカブで呼ばれているが、「カイイム」は「監督官」のみを意味し、他の意味があるわけでは
ない。
　彼は複数の師のもとで、タウヒード（tawḥīd）、宗教の原理（uṣūl al-dīn）、神学（‘ilm al-kalām）、
クルアーン解釈（tafsīr）、ハディース学、法学（fi qh）、法源学（uṣūl al-fi qh）、相続法（al-farā’iḍ）12）、
アラビア語、文法などの諸学問を幅広く修めた 13）。また、イブン・タイミーヤの論敵として知
られていたシャーフィイー学派のサフィーユッディーン・ヒンディー（Ṣafī al-Dīn al-Hindī, d. 
715/1315）にも師事しており、彼のもとでアシュアリー学派の神学を学んでいた。イブン・タイ
ミーヤと出会うまで、イブン・カイイムは同学派の神学に惹きつけられていたが、712/1313 年にカ
イロから帰ってきたイブン・タイミーヤに弟子入りした後はそれを放棄し14）、以後は神学的にはハ
ディースの徒15）に属した。
　726/1326 年にイブン・カイイムはイェルサレムで預言者や聖者らの墓、特にイブラーヒームの
墓参詣を禁止する説教を行い、またナーブルスにて同様の説教をしたためダマスカスに召喚され
たが、彼は発言を撤回すると解放された［Bori and Holtzman 2010: 19］。その後弟子ではなくイブ
ン・タイミーヤに対する抗議運動が展開され、同年にイブン・タイミーヤは過去の聖者廟参詣批判
を理由としてイブン・カイイムと共にダマスカス城に投獄されることとなり、別々の房に収監され
た 16）。その期間にイブン・カイイムはクルアーンの暗唱や瞑想に勤しみ、神秘的感覚を獲得したと
イブン・ラジャブによって伝えられている。728/1328 年に師が獄中で亡くなると釈放された。
　師の死後、イブン・カイイムはハリール（ヘブロン）を聖地として認めなかったために少なくと
も二度逮捕されるなどした［Holtzman 2009: 220］。また、師とは違い彼は温厚な性格で知られて
いたが、ダマスカスのシャーフィイー学派のカーディー長であったタキーユッディーン・スブキー
（Taqī al-Dīn al-Subkī, d. 756/1355）17）とは 746/1345 年と 750/1349 年に二度論争を繰り広げた。し
かし、これらは激化せずに終息した18）。いずれの論争も、イブン・カイイムがイブン・タイミーヤの
法的見解を支持したことが問題となったためである。
　イブン・カイイムの職歴は華やかなものではなかった。これは彼が師の言説を擁護したことに
よる。736/1336 年にはモスクで初めてのフトバ（khuṭba）を行った。743/1342 年にはサドリーヤ
（al-Ṣadrīya）・マドラサで就任講演を行い、それ以降生涯同マドラサで教えた。また、父が監督官
であったジャウズィーヤ・マドラサのイマームも務めた。
　751 年ラジャブ月 23 日／ 1350 年 9 月 26 日に彼はその生涯を終えた19）。ダマスカスのウマイヤ・
モスクで行われた葬儀には群衆が集まったと伝えられている。彼はダマスカスのバーブ・アッ＝サ
ギール墓地に埋葬され、弟子のイブン・ラジャブも後にこの墓地に葬られることとなった。

16］。ここではより一般的である前者の訳を採用し、監督官とする。
12）イブン・カイイムの父親は相続法の専門家でもあった。
13）これらの修めた学問は伝記史料によるものであるが、イブン・カイイムは実際には幅広い科学的知識とギリシャの
科学的伝統に対する確かな知識を持っていたという指摘がある［Bori and Holtzman 2010: 17］。

14）このことについては、イブン・カイイム自身が『十分かつ癒し（の詩）』で述べている［Holtzman 2009: 209］。
15）法学派と神学派の対応関係については［松山 2016: 69–74］を参照のこと。また、ハンバル学派の神学について通史
的にまとめたものとして［Hoover 2016］がある。

16）逮捕時には辱められ、ラクダに乗せられ市中を引き回された。
17）タキーユッディーン・スブキーおよびスブキー家については［近藤 1999］を参照のこと。
18）746/1345 年は競走・射撃競技（musābaqa）について、750/1349 年は離婚（ṭalāq）についての論争。前者ではイブン・

カイイムが折れ、後者にはベドウィンのアミールが介入し大事には至らなかった［Laoust 1971］。
19）イブン・カスィールは、イブン・カイイムは同年ラジャブ月13日／ 9月16日に亡くなったと伝えており、［al-Jawzīya 

2020］はこちらの日付を採用している。
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　当時のダマスカスがハンバル学派の学問的中心地の１つであったため、基本的にイブン・カイイ
ムは生涯のほとんどをダマスカスで過ごし、遊学を行うことはなかった。しかし、マッカには数度
訪れており同地で複数の作品を著した20）。また、カイロを訪れたという記録も残っている21）。
　生涯独身であったイブン・タイミーヤとは違い、彼は結婚し 3人の息子がいた。その 1人である
アブドゥッラー（‘Abd Allah ibn Muḥammad, d. 1355）はサドリーヤ・マドラサでイブン・カイイム
の跡を継いだ。
　
III-3.　イブン・カイイムの著作 22）

　イブン・カイイムはイスラーム学において非常に幅広い分野で作品を著した。著作は全てアラ
ビア語で書かれており、100 作品近くを残したと言われているが正確な数字は定かではなく、現
存していないものもある。また、彼の著作の大部分を収録した CD-ROMがある［al-Jawzīya 
1419/1999］。著作の写本情報については、［al-Shibl 1423/2002: 235–304］23）に詳しい。
　イブン・カイイムの著作はスンナ派イスラーム世界で広く流通している。特に近年、サウジアラ
ビアで多くの学者が彼の著作を編纂し、学術的に写本を校訂している［Ovadia 2018: 14］。アラビ
ア語の刊本だけではなく、英語やインドネシア語、ヒンディー語などに訳されたものも少なくな
いが、それらの中には作品の一部のみを抜粋して出版したものや、本来の作品名とは異なったタ
イトルで出版される場合もある。イブン・カイイムの著作は人気であり入手は容易い一方で、これ
らのことには注意する必要がある。また、同じくハンバル学派に属した学者であるイブン・ジャウ
ズィーと名前が似通っていることから両者の作品の混同も見られる。
　この節では、［Holtzman 2009］による著作リストおよびその分類を参考にしながらイブン・カイ
イムの著作を紹介する。彼の著作には書かれた時期が記されていないため、この分類も便宜的なも
のであることに注意したい24）。また、以下の著作以外にもイブン・タイミーヤの著作名をまとめた
『イスラームの師、イブン・タイミーヤの作品名（Asmā’ mu’allafāt shaykh al-Islām Ibn Taymīya）』
などがある。なお、イブン・カイイムの法学作品のいくつかは著作として残っているが、それらの
ほとんどは現存していないか、あるいは他の著作の中に同化されているかのどちらかであり、彼の
著作全てを特定するのは現在のところ不可能である［Holtzman 2009: 207］。
　
〈初期作品〉
1. 『イェルサレム啓示（al-Futūḥāt al-qudsīya）』◆非現存
　　――イブン・アラビーの『マッカ啓示（al-Futūḥāt al-makkīya）』を暗示したタイトル
2. 『マッカからの贈り物（al-Tuḥfa al-makkīya）』◆非現存
　　――愛に関する議論、受肉（ḥulūl）や神との合一（ittiḥād）の否定、来世について
3. 『澄んだ泉（al-Mawrid al-ṣāfī）』◆非現存

20）イブン・カイイムはマッカに住居を所有していた。また同地の住民が、彼がタワーフ（ṭawāf）を複数回行うなどの
行為に驚いていたと記録されている［Krawietz 2006: 22–23］。

21）いつ訪れたかは不明であるが、剃髪によって体内の毒素を排出することができるという発見をカイロの医師たち
に教えたと伝わっている［Holtzman 2009: 212］。

22）著作については、［Holtzman 2009］や［Krawietz 2006］、［Bell 1979］などを適宜参照した。
23）初出は、‘Alī ibn ‘Abd al-‘Azīz al-Shibl, Al-Thabat: Fī-hi Qawā’im bi Ba‘ḍ Makhṭūṭāt Shaykh al-Islām Aḥmad Ibn Taymīya 

wa ma‘a-hu Mulḥaq bi Ba‘ḍ Makhṭūṭāt al-‘Allāma Ibn Qayyim al-Jawzīya, Riyad: Dār al-Waṭan li al-Nashr wa al-I‘lām, 
1417/1996.

24）この分類に対する異論はあるが［Sliti 2015: 35–36］、本稿では最も一般的なホルツマンのものに依拠する。
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　　――愛とその種類、状態、神への専心について
4. 『魂の知（Ma‘rifa al-rūḥ）』◆非現存
　　――『魂の書』の基になったと考えられる
5. 『アブー・ダーウードの『スナン』の校訂（Tahdhīb Sunan Abī Dāwūd）』
　　――アブー・ダーウード（Abū Dāwūd, d. 889）の『スナン』を整理し、注解した
6. 『真正と脆弱なハディースの高い灯台（al-Manār al-munīf fī al-ṣaḥīḥ wa al-ḍa‘īf）』、もしくは　　
『ハディース批評と、容認可否を区別する試金石（Naqd al-manqūl wa al-miḥakk al-mumayyiz 
bayna al-mardūd wa al-maqbūl）』

　　――偽ハディースを見分ける方法について
7. 『騎士道（al-Furūsīya）』
　　――イブン・カイイムの最初期の法学作品
8. 『諸世界の主についての署名者たちへの教示（I‘lām al-muwaqqi‘īn ‘an rabb al-‘ālamīn）』
　　――重要な法源学の論をまとめたもの。法学派の権威を否定し、タクリードの禁止とイジュ

ティハードの義務を論証している［中田 2002］
9. 『魂の書（Kitāb al-rūḥ）』
　　――霊魂論についての作品であり、ハディースなどの引用が多い
10. 『礼拝における理解の明瞭化と最良の人間への平安（Jalā’ al-afhām fī al-ṣalāt wa al-salām ‘alā 

khayr al-anām）』
　　――ハディースに基づき、礼拝の有効性について論じた
11. 『礼拝とそれを怠る者への法規定の書（Kitāb al-ṣalāt wa ḥukm tāriki-hā）』
　　――上と同じく、礼拝についての法学作品
12. 『クルアーンにおける宣誓の説明（al-Tibyān fī aqsām al-Qur’ān）』
　　――クルアーンにおける宣誓の意味や感嘆的性質を持つ章句について説明したもの
13. 『善言の豪雨（al-Wābil al-ṣayyib min al-kalim al-ṭayyib）』
　　――ズィクル（dhikr）25）によって得られる利点について論じたもの
14. 『ユダヤ教徒とキリスト教徒の応答における困惑した者たちへの導き（Hidāya al-ḥayārā fī 

ajwiba al-Yahūd wa al-Naṣārā）』
　　――ユダヤ教徒とキリスト教徒への批判
15. 『歌を聴くことの法規定に関する覆いの除去（Kashf al-ghiṭā’ ‘an ḥukm samā‘ al-ghinā’）』
　　――音楽・踊り・スーフィーの実践に対する見解
　
〈中期作品〉
1. 『ズィンミーに関する法規定（Aḥkām ahl al-dhimma）』
　　――ズィンミー（庇護民）に対する取り扱いについて
2. 『シャリーアによる統治における統治の道（al-Ṭuruq al-ḥukmīya fī al-siyāsa al-shar‘īya）』
　　――イブン・タイミーヤの『シャリーアによる統治（al-Siyāsa al-shar‘īya）』を反映したもので

あり、統治のあらゆる側面について扱っている
3. 『救助された学派の勝利における十分かつ癒し（の詩）（al-Kāfi ya al-shāfi ya fī al-intiṣār li al-fi rqa 

al-nājiya）』、もしくは『ヌーンのカスィーダ（al-Qaṣīda al-nūnīya）』
25）イブン・カイイムはズィクルを想起・言及・唱名の意味を混ぜながら用いた［al-Jawzīya 2000: 133, n. 99］。
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　　――神学的問題を扱った詩。ムウタズィラ学派とアシュアリー学派を強く批判した
4. 『属性剥奪論者とジャフム派の攻撃に対するイスラームの軍隊の招集（Ijtimā‘ al-juyūsh 

al-islāmīya ‘alā ghazw al-Mu‘aṭṭila wa al-Jahmīya）』
　　――ムウタズィラ学派を属性剥奪論者として、アシュアリー学派の思弁神学とイブン・アラビー

学派の存在一性論をジャフム派として批判した作品
5. 『病気と治療薬（al-Dā’ wa al-dawā’）』、もしくは『有効な薬を請う者への十分な返答（al-Jawāb 

al-kāfī li man sa’ala ‘an al-dawā’ al-shāfī）』
　　――心の病とその治療法について取り扱った神学作品
6. 『喜びの国への魂の導き（Ḥādī al-arwāḥ ilā bilād al-afrāḥ）』
　　――天国についてのハディースを 69 個の章に分けて論じた神学作品
7. 『恩恵の驚異（Badā’i‘ al-fawā’id）』
　　――文法、修辞学、詩学、クルアーン、ハディースを扱ったもの
8. 『恋人たちの庭と切望する者たちの散歩（Rawḍa al-muḥibbīn wa nuzha al-mushtāqīn）』
　　――愛について取り扱った神学作品
9. 『幸福の家への鍵と、知識と意思の主権の布告（Miftāḥ dār al-sa‘āda wa manshūr wilāya al-‘ilm 

wa al-irāda）』
　　――神学・自然科学・疑似科学が織り交ぜられた作品
　
〈後期作品〉
1. 『予定と定め・知恵・因果の問題における病人の癒し（Shifā’ al-‘alīl fī masā’il al-qaḍā’ wa 

al-qadar wa al-ḥikma wa al-ta‘līl）』
　　――神の予定（カダーとカダル）についての問題を取り扱ったイブン・カイイムの著作の中で

も独特の作品であり、第 3章では彼のスーフィー的傾向が現れている
2. 『ジャフム派と属性剥奪論者に対し発された雷（al-Ṣawā‘iq al-mursala ‘alā al-Jahmīya wa 

al-Mu‘aṭṭila）』
　　――神の属性におけるムウタズィラ学派の考えに対する批判であり、『イスラームの軍隊の招

集』を発展させたものであると推測され、イブン・タイミーヤの神学を受け継いでいる。後半
部分のみ現存している

3. 『恩恵（al-Fawā’id）』
　　――読者に恩恵をもたらす考え、見解、祈り、解釈について論じた作品。クルアーンやハディー

ス解釈にはアシュアリー学派的傾向が見られる
4. 『悪魔の罠に苦しむ者への救助（Ighātha al-lahfān min maṣāyid al-shayṭān）』
　　――正しい道から外れた人々の問題を取り扱ったもの
5. 『忍耐する者たちの用意と感謝する者たちの蓄え（‘Udda al-ṣābirīn wa dhakhīra al-shākirīn）』
　　――スーフィズムの術語である「忍耐」と「感謝」について論じた作品
6. 『 2 つの移住の道と 2つの喜びの門（Ṭarīq al-hijratayn wa bāb al-sa‘ādatayn）』
　　――アンサーリー『旅人たちの宿駅』への注釈である。イブン・アリーフ（Ibn ‘Arīf, d. 

536/1141）の『諸集会の美点（Maḥāsin al-majālis）』26）に対しても言及している

26）イブン・アリーフおよび『諸集会の美点』については、［Elliot and Abdulla 1980: 8–19; Casewit 2017: 61–63］などを参
照のこと。
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7. 『「私たちはあなたにこそ仕え、あなたにこそ助けを求める」27）の宿駅間の修行者たちの階梯
（Madārij al-sālikīn bayna manāzil īyāka na‘budu wa īyāka nasta‘īn）』

　　――『旅人たちへの宿駅』への注釈、イブン・カイイムのスーフィズム作品の中では最も有名
8. 『新生児を扱う法に関する最愛の贈り物（Tuḥfa al-mawdūd bi aḥkām al-mawlūd）』
　　――出産、乳児の世話、子育てに関する包括的案内であり、預言者の医学のカテゴリーに近い
9. 『最良の人々の教えにおける来世の糧食（Zād al-ma‘ād fī hady khayr al-‘ibād）』28）

　　――預言者伝であり、彼の生活様式を模倣することの重要性を説いた
10. 『預言者の医学（al-Ṭibb al-nabawī）』29）

　　――ハディースに基づいた心身の病気の治療法について
　
　イブン・カイイムはほとんどの作品を師の死後、つまり釈放後から著し始めた。初期作品は散文
体で、ハディースなどの信憑性の高い資料に強く依拠し、またある特定のジャンルやテーマに集中
していた。中期作品では法学・神学・修辞学・論争について論じながら、スーフィーの用語やテー
マを暗示している。後期作品は彼の深いスーフィズムへの理解とイブン・タイミーヤの教えを合わ
せたものである［Holtzman 2009: 207］。
　［Bell 1979］によれば、初期作品は信頼できる資料からのスンナの引用であり、法学や実践
的宗教倫理を強調しており、スーフィズムへの強い関心はみられない。これはおそらく正しく、
［Holtzman 2009］の初期作品の分類とも一致する。しかし、『善言の豪雨』はズィクルによって得
られる利点について論じた作品であり、その中ではスーフィズムの階梯論を意識している記述も存
在しており、また、アンサーリーを「イスラームの師」と呼んでいる。この著作は後期の『 2つの
移住の道』と『修行者たちの階梯』でも引用されており［al-Jawzīya 2000: xv］、スーフィズム分野
における彼の思想の一貫性がある程度確認できる。
　イブン・カイイムのスーフィズム思想を論じるための重要な著作として『修行者たちの階梯』、『 2
つの移住の道』、『魂の書』、『悪魔の罠に苦しむ者への救助』、『恋人たちの庭』、『覆いの除去』、『十
分な返答』などが挙げられるが、これらの著作の中で特に重要なものは 2つある。1つ目は『修行
者たちの階梯』で、これはアブドゥッラー・アンサーリーが神秘階梯論を説いたアラビア語の著作
『旅人たちの宿駅』への注釈書である。アンサーリーはこの作品の中で 100 の階梯を説明している
が、それぞれの階梯について簡潔にしか論じていないのに対して、イブン・カイイムはそれぞれ
にかなりの量の注釈を加えた 30）。また、ムハンマド・ラシード・リダーは『修行者たちの階梯』を近
代では初めて刊行し、「スーフィズムと道徳に関する最高の著作」と序文で評している［al-Jawzīya 
1311/1912: 8］。また、2020 年 5 月にはアンジュムによる翻訳がブリルから刊行され始めている。
　2つ目は『 2つの移住の道』であり、これも同様に『旅人たちの宿駅』への注釈書であるが、この
作品はアンダルスのスーフィーであるイブン・アリーフによる『旅人たちの宿駅』への注釈書『諸集
会の美点』への実質的な注釈であると指摘されている［Bell 1979: 95–96］。しかし、これに対しア
ンジュムは、『旅人たちの宿駅』への注釈書ではなく独立した専門書であり、１つの大きな節のみ
を『諸集会の美点』の批判に充てたものであると主張している［Anjum 2010: 161–162］。いずれに

27）『クルアーン』1章 5節からの引用。
28）おそらくイブン・カイイムの最後の著作である。
29）厳密にはこの作品は『来世の糧食』の分冊版である。
30）Beirut: Dār al-Kitāb al-‘Arabī版では 1巻が約 500 ページで、3巻から成る。
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せよ、『修行者たちの階梯』と比較するとその研究は依然として進んでおらず、アンジュムも具体
的にどの箇所がイブン・アリーフに対する批判であるかを示していない。
　邦訳されたものについて述べると、完訳されたものは存在しないが、イブン・カイイムの『喜び
の国への魂の導き』の抄訳である『イスラームの天国』がある。また、『修行者たちの階梯』の「グ
ルバ（ghurba）31）章」を訳した［石郷岡 2019］がある。イブン・タイミーヤのグルバ論についての［石
郷岡 2017］もあり、石郷岡はこの 2つの論考で「奇妙なもの」のハディースについて現代のイス
ラーム主義運動の観点から分析し、イブン・タイミーヤとイブン・カイイムの考えの違いを指摘し
ている。
　
III-4.　イブン・カイイムとイブン・タイミーヤ

　初期の伝記史料からは両者の関係について、イブン・カイイムはイブン・タイミーヤの教えに
精通していたこと、師の著作の普及に貢献したこと、そして師の知識を自由かつ創造的に引き出
したことを窺うことができる［Bori and Holtzman 2010: 27–28］。思想の同一性だけでなく、イブ
ン・カイイムは師の著作から段落や章をそのまま引用していることから単なる模倣だと見做され
ることも少なくなかったが、それは彼の独創性を否定するものではない［Holtzman 2009: 205］。
また、アブドュルマウジュードは両者の論じたトピックの違いや、見解の相違を指摘している
［Abdul-Mawjûd 2006: 84–92］。『幸福の家への鍵』を部分的に英訳したゼニは両者を比較して、イ
ブン・タイミーヤが哲学者たちや神学者たちの誤りを指摘することに大いに関心を持っていた一方
で、イブン・カイイムは後期作品において、神秘主義者たちを正統イスラームの範疇に戻すことに
集中していたと述べている［al-Jawzīya 2016: xv］。
　しかし、ハンバル学派内におけるイブン・タイミーヤの思想の影響力は限定的であり、彼らの時
代でさえハンバル学派の教義として奉じられることはなく、高く評価されるのはイブン・アブドゥ
ルワッハーブ（Ibn ‘Abd al-Wahhāb, d. 1206/1792）以降であった［Hoover 2016: 642］。イブン・カ
イイムとイブン・タイミーヤの両者はイスラーム改革者たちによって再発見され、彼らの著作の価
値は急激に高まることとなったのである［Kokoschka and Krawietz 2013: 1］。
　イブン・カイイムは師と同様に、新奇、ギリシア哲学の影響を受けたイスラーム哲学、シーア派、
イブン・アラビー（Ibn al-‘Arabī, d. 638/1240）学派および彼らの存在一性論、極端な形式のスー
フィズム32）を否定した［al-Jawzīya 2000: ix］。法学においてはイブン・タイミーヤと意見を異にす
る場合も少なくなかった［Anjum 2010: 156］一方で、神学の分野においては基本的に同一の思想
を持っていた。イブン・カイイムの神学作品の多くはイブン・タイミーヤの言説を洗練させたもの
であるため［Holtzman 2009: 205］、神学を研究するためには両者の著作を視野に入れる必要があ
る。
　

IV.　イブン・カイイムに関する先行研究
IV-1.　イブン・カイイムに関する研究動向 33）

　イブン・カイイムへの関心はイブン・タイミーヤと共にイスラーム改革者たちの再発見によって

31）離別、奇妙、疎外などを意味する。
32）代表例として、ハッラージュ（al-Ḥallāj, d. 309/922）が挙げられる。イブン・タイミーヤのハッラージュへの態度に

ついての研究として、［Michot 2007］がある。
33）イブン・カイイムの研究史については、［Bori and Holtzman 2010; Kokoschka and Krawietz 2013］にまとめられている。
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高まったが、西洋では師と比較するとあまり注意が払われてこなかった。2000 年代に入るまで西
洋における研究は数少なく、彼に関する研究がそれ以前に刊行されることはなく、著作の翻訳もほ
とんどなかった［Kokoschka and Krawietz 2013: 5–6］。また、ユダヤ教・イスラーム間の研究にお
いてイブン・カイイムは比較的早くから登場していたが、彼に関する研究がその中心となることは
なかった［Bori and Holtzman 2010: 32–33］。
　近年のイブン・カイイムへの関心の高まりは、彼についての論集である［Bori and Holtzman 
2010］や［Krawietz and Tamer 2013］の刊行に代表される。また、特にイブン・カイイムの神学 34）

に関心が集まっており、研究が盛んに行われている。その中にはイブン・タイミーヤ神学の研究者
であるフーヴァーの［Hoover 2009; 2010］もある。イブン・カイイム神学についてはホルツマンが
その代表的な研究者であり、多くの論考を著している。また、ホルツマンの指導下でオヴァディア
はイブン・カイイムの神学思想に関する博士論文を執筆し、それを基にした［Ovadia 2018］がブリ
ルから出版されている。
　
IV-2.　イブン・カイイムのスーフィズム思想に関する先行研究

　伝記史料から読み取れるイブン・カイイムのスーフィズムへの態度は、［Krawietz 2006: 22–23, 
26–27］にまとめられており35）、彼がスーフィズムの知識に精通していたこと、夜通し神に祈りを捧
げていたこと、ズィクルを実践していたことなどが示されている。しかし、それらからイブン・カ
イイムのスーフィズム思想を読み取ることには限界がある。
　イブン・カイイムのスーフィズム思想に関する先行研究は多くない。ラウストは彼とスーフィズ
ムの関係について触れ［Laoust 1965］、マクディスィーはイブン・カイイムがイブン・タイミーヤ
の弟子で『修行者たちの階梯』というスーフィズム作品を著したと述べているが［Makdisi 1973］、
両者ともその指摘のみに留まっている。
　アラビア語による研究では［Sharaf al-Dīn 2004］36）がある。シャラフッディーンによれば、イブ
ン・カイイムはスーフィズムにおける存在一性論、宗教的義務を逸脱する言説、ハキーカとシャ
リーア間の分離、知識（‘ilm）に対する味得（dhawq）の優先、神が制定していない方法での崇拝の
5点を批判した［Sharaf al-Dīn 2004: 381］。その後の西洋での研究と同じく、その分析には『修行
者たちの階梯』が用いられている。
　西洋における研究の先駆けとしては、まず［Bell 1979］が挙げられる。厳密に言えばこれはスー
フィズム研究としてイブン・カイイムを取り上げたものではないが、西洋ではベルが初めて著作を
時系列順に論じるなど、イブン・カイイム研究の先駆けであるといえる。
　ベルによれば、イブン・カイイムはイブン・ジャウズィーの道徳的思想とイブン・タイミーヤの
神学的思想を発展させ、より包括的に愛を論じたとしている。また、イブン・カイイムの記述を神
学的・スーフィズム的にそれぞれ分析しており、示唆に富んでいる。ベルはイブン・カイイム自身
がスーフィーであったかについては慎重な立場を採っており、イブン・カイイムは彼の議論を高め
る目的だけにスーフィーの推論を許容しており［Bell 1979: 177］、また『 2つの移住の道』や『修
行者たちの階梯』を通してスーフィズムの術語をイスラームの従来の教えを説明するためだけに操

34）イブン・カイイムの神学については［Hoover 2016: 641–642］に簡潔にまとまっている。
35）イブン・ラジャブ、イブン・カスィール、イブン・ハジャルによるもの。
36）初出は、‘Abd al-‘Aẓīm ‘Abd al-Salām Sharaf al-Dīn, Ibn Qayyim al-Jawzīya: ‘Aṣru-hu wa Manhaju-hu wa Ārā’u-hu fī 

al-Fiqh wa al-‘Aqā’id wa al-Taṣawwuf, Cairo: Maktaba Nahḍa Miṣr, 1956.
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作したと主張している［Bell 1979: 180］。以降の研究においても、これらのことについては論点と
なってきた。
　イブン・カイイムに関するスーフィズム思想研究はシャレンベルグによる一連のものから始まっ
たと言える。シャレンベルグは『修行者たちの階梯』などを分析し、イブン・カイイムのスーフィ
ズムについての論考を 5本著した。また、そのほかにもシャレンベルグによる未刊行の博士論文と
して、［Schallenbergh 2008b］がある。最初に、シャレンベルグは『預言者の医学』、『悪魔の罠に
苦しむ者への救助』、『恋人たちの庭』、『十分な返答』、『魂の書』を参照し、イブン・カイイムの霊
魂論について論じた［Schallenbergh 2001］。イブン・カイイムはイブン・タイミーヤの影響を強く
受けている一方で、より心情的に取り組んでいるという。［Schallenbergh 2001］以降のシャレンベ
ルグの関心は『修行者たちの階梯』へと移っていった。
　次にシャレンベルグはスーフィズムにおける陶酔と恍惚について論じ、イブン・カイイムはスー
フィズム用語を慎重に説明し、疑わしい部分についてはシャリーアに適するかを明確にし、合一
派（ittiḥādīya）の解釈は否定しながら、それらの用語がクルアーンとスンナに還元できるように努
めたと主張している［Schallenbergh 2005］。また、イブン・カイイムとイブン・タイミーヤはシャ
リーアを霊的なものにする意図があったのであろうと結論づけている［Schallenbergh 2005: 474］。
［Schallenbergh 2008a］ではスーフィズムにおける道について論じ、道はクルアーンとスンナによ
る真っ直ぐのものしかなく、イブン・カイイムはスーフィズム用語をクルアーンとハディースに
沿う形に戻したと主張している。［Schallenbergh 2010］ではズィクルとサマーウについて論じ、
イブン・カイイムはズィクルの有用性については容認していた一方で、サマーウ（samā‘）につい
てはいかなる形式においても禁止していたと述べている。この論考では、同じく『旅人たちの宿
駅』への注釈書を著した、イブン・アラビー学派のティリムサーニー（ʻAfīf al-Dīn al-Tilimsānī, d. 
690/1291）37）と比較し、分析している。
　［Schallenbergh 2013］は一連の研究をまとめたものであると言える。この論考では最初にベル
の主張を採用し、『修行者たちの階梯』および『 2つの移住の道』はスーフィズム作品であると必ず
しも言い切れないとしており、イブン・カイイムは上記の作品を通じて神秘家の用いた術語をシャ
リーアの規則と倫理に沿ったものに修正するよう努めたと論じている。［Schallenbergh 2013］は最
終的に［Schallenbergh 2005; 2008a; 2010］から発展し、イブン・カイイムはシャリーアを単なる義
務ではなく信徒の心に訓育するためにスーフィーの語彙を取り入れようとしていたと結論づけた。
『修行者たちの階梯』において、彼はスーフィーの術語を分析し、クルアーンに沿わない形の場合
は修正した。彼はスーフィズムに代わるスンナ派の霊性に代替するものを模索しており、スーフィ
ズムをイスラーム内部に取り込もうとしていたという38）。しかしガザーリー以降、スーフィズムは
既にスンナ派イスラームに取り入れられていたため、この結論には疑問も残る。おそらくこれは
スーフィズムの「神秘主義」の側面にのみ着目したものではないかと考えられる。
　イブン・カイイムのスーフィズム思想研究としておそらく最も有名である［Anjum 2010］は、同
じく『修行者たちの階梯』を分析し、この作品はスーフィーとサラフィーの橋渡しをし得るもので
あると評している。アンジュムはイブン・カイイムのスーフィズムは神秘主義要素を排したものと

37）クーナーウィー（Ṣadr al-Dīn al-Qūnawī, d. 673/1274）の直弟子で、哲学的傾向が非常に強く、イブン・タイミーヤか
ら激しく非難を受けた。

38）スンナ派におけるスーフィズムの正統性獲得の過程については、［東長 2013: 67–72］を参照のこと。
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である39）とし、［Schallenbergh 2013］とは異なり、スーフィズムを内部に取り込むのではなく神
秘的な知識が聖典の知識の優位性に挑戦していなかったスーフィズムの初期の伝統40）を回復するこ
とを望んでいたと論じている。
　イブン・タイミーヤはスーフィズム作品を残さなかったことからイブン・カイイムの『修行者た
ちの階梯』は彼独自の思想を見出すことができると考えられることが多いが、この作品はおそらく
イブン・タイミーヤの考えの正真正銘の発展であるとアンジュムは主張している。また、ベルとホ
ルツマンは『修行者たちの階梯』におけるワースィティーの指導による影響を大きく見積もってお
り、ワースィティーによる未完の『旅人たちの宿駅』への注釈がイブン・カイイムの『修行者たちの
階梯』の執筆に影響を与えたのではないかと述べたこと［Bell 1979: 93–94; Holtzman 2009: 209］
に対し、アンジュムはイブン・タイミーヤと比較してワースィティーへの重要な言及が少ないため
その影響は僅かなものであるとしている［Anjum 2010: 155］。しかしこの指摘は両者の思想が比較
された上での主張ではない。ワースィティーについては 2章 2節で述べたように、ポストによって
研究が進められているため、両者の思想的関係についてはさらなる分析が待ち望まれる。
　以上がイブン・カイイムのスーフィズム思想に関する先行研究である。従来の先行研究はほとん
ど『修行者たちの階梯』にのみ焦点を当てており、イブン・カイイムのスーフィズム思想が包括的
に論じられてきたとは言えない。また、いずれの先行研究もタリーカ研究とは結びついていないと
いう点も挙げられる。マクディスィーがカーディリー教団の系譜を示して以来、イブン・タイミー
ヤには注目されてきた。それと関連してイブン・カイイムのスーフィズム思想についても関心が少
なからず持たれてきた一方で、彼が実際にどのような実践を行ってきたかについては解明されてい
ない。史料が現存していない可能性も考えられるが、弟子のイブン・ラジャブにまでカーディリー
教団のスィルスィラは繋がっているため、スィルスィラが偽造でないとするのであれば、彼がタ
リーカ内で一切活動してこなかったとするのは不自然である。今後の研究ではイブン・カイイムと
タリーカの関係についても視野に入れなければならない。
　

V.　おわりに
　本稿ではイブン・カイイムのスーフィズム思想に関する先行研究を概観した。ハンバル学派と
スーフィズムの関係性については注目されてきており、敵対関係にあるとは最早論じられなくなっ
た一方で、イブン・タイミーヤらを除くと個々人のスーフィズム思想に関する研究が十分になされ
てきたとは言えない。
　このことは弟子のイブン・カイイムについても同様であり、イブン・カイイムのスーフィズム思
想については少ないながらも研究がある一方で、これまでの先行研究ではほとんど『修行者たちの
階梯』にのみ焦点が当てられており、彼の法学や神学に関する研究と比較するとスーフィズム研究
は今なお乏しい。たしかに同作品は非常に重要であるが、この作品に依存してしまうと彼のスー
フィズム思想を包括的に追うことができない。また、神学分野の研究で「スーフィズム的」と示唆
されることはあるものの、実際にスーフィズム思想研究とは結びついていない問題がある。同様
に、スーフィズム思想研究もタリーカ研究とは結びついておらず、検証されてきていない。
　本稿ではイブン・カイイムのスーフィズム思想に関する先行研究に絞って取り上げたが、今後の

39）スーフィズムは必ずしも神秘主義要素のみによって構成される訳ではなく、民間信仰と倫理によっても構成され得
るという「スーフィズムの三極構造論」と近い説である。三極構造論については［東長 2013: 32–47］を参照のこと。

40）イブン・タイミーヤと同じく［東長 2013: 198–203］、例えば彼はジュナイドらの醒めたスーフィーを賞賛していた。
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筆者の研究を進めるにあたっては彼の思想を包括的に扱いながら進めていく必要がある。イブン・
カイイム研究はイブン・タイミーヤ研究の後を追う形で近年盛んに行われているが、スーフィズム
分野においては、より一層の発展が求められる。筆者の今後の主要な研究課題としては、第 1に
スーフィズム思想研究における著作の偏りを正すこと、第 2にスーフィズム思想研究と神学思想研
究を結びつけること、第 3にタリーカとの関係性を明らかにすること、以上のことが挙げられる。
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